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＜デイナイトケア事例検討＞

高橋　百壽様（40）主病名：統合失調症　　合併症：糖尿病

利用開始日：平成21年1月13日（0年3ヶ月）

治療計画　

1 安定した状態で通所できる。

2 調子を崩すと体調や考え等を話さなくなる傾向にある為、こまめに声掛けしていく。

検討内容　現在の状況確認、今後の対応方法について

本人状態　

· 体調が優れないことが多いとのことで、本人希望にて6/26より訪問看護利用再開となる。（2週間に1回、金曜日）

· 金曜日、デイナイトケアを欠席することで、エアロビクスや栄養指導に参加できない週が出てくる。

· 入浴、衣類交換など、整容面に問題はみられない。

· 糖尿病については、自己対処出来ている様子だが、間違った知識を身につけている事がある為、注意が必要。

· 他者と交流する上で、自分の意見やルールを他者に押し付けてしまうことがある。感情的になると声を荒げることもある。

· 金銭面に関しては、母親が弟に月4万円渡していることへの不満を話されている。

今後の対応　

· 金銭面やその他不満など、本人の相談に乗り、ストレスの軽減を図る。

· 他者との接し方については、その都度声かけをし、振り返りを行っていく。

＜連絡事項＞

· 本日から明日まで、職員旅行あり。（参加スタッフ：中居ＪＧＭ）

· 6/22（月）16：00～我満奈津紀様　ケア会議実施予定。場所は未定。

＜利用者様情報＞

· 中居　松男　様～昨日、母親様が亡くなったとのこと。6/22（月）に日帰りで実家へ行ってくると

のこと。「父親には前日から来てもいいと言われた。でも、弟からは当日に来いと言われた」と話されている。土曜日にでも母親様の顔だけ見てきてはどうかと説明するも、「もう良い」と落ち込んでいる様子みられている。昨晩も眠れなかったとのことで、プログラムは見学のみの参加。話をしていると気が紛れるとのことで、他メンバーと交流を持たれている。

⇒病状の変化や、睡眠など生活状況に注意して観察を行っていく。

· 宮　　陽子　様～中居松男様の母親様が亡くなったことについて、他メンバーが大勢居る前で「葬

儀はどうするの？」「10万円くらい持っていった方が良いわよ」と本人に対して大声で話し掛けている。その行為についてスタッフが制止すると、不機嫌となっており、他者から乱暴に物を取り上げるなどの行為が見られている。時間経過にて落ち着いているが、一部メンバーへの対応の素っ気なさみられている。

⇒配慮に欠ける言動があった場合は、その都度声かけを行っていく。

· 田向　玲美　様～宮陽子様に椅子を乱暴に取られた件について、「嫌われている。怖い」と話され

たり、「大久保律子さんに避けられている」「笑われた」などメンバー全体に対して被害的な訴え聞かれている。特定メンバーに関しては、挨拶や日常会話

のみを話して済ませているとのこと。現在、デイケアに継続して来所出来て

いること、他者と適度な距離を保って接することが出来ていることを評価している。

⇒本人の訴えを傾聴し、現在出来ていることや、以前より成長した部分を評価

　していく。

· 大久保　律子様～「玲美ちゃんから話し掛けられない。無視される」とスタッフを変えて訴えてい

る。相手が距離を置いていることについては、「話し掛けられるのうざい。うるさい」と話されている。昨日、直接田向様に「うるさい」と話したことについて夫様に相談したところ、「そんなこと言うから友達が出来ないんだ」と言われたと話されている。「自分もうるさいから人の事言えないけど」「自分が年上だからお姉さんにならなきゃダメかな」と自身を振り返っておられる為、評価している。お互いに距離を置くいい機会ではないかと説明すると、本人納得している。また、夫様が他者の電話などで相談に乗っているのを見て面白くないとのことで、それについては相手に正直に気持ちを伝えてみてはどうかと説明している。

⇒本人の訴えを傾聴し、ストレスの軽減を図っていく。

· 下口　政子　様～他メンバー（田向様、大久保様、北村様など）の相談相手になっていることが多

い為、本人の負担になっていないか話を聞いていく。

· 我満　奈津紀様～本日は娘様がうみねこ学級に行ったため、デイケア来所出来たとのこと。今朝、

田面木小学校の担任と、娘様の検査結果や今後について面談を行なってきたと話されている。詳細については、学級から検査結果が届き次第、時間を設けて話し合い予定。父親にも娘様のことについて話をしなくてはならない為、本人気が重いとのことだが、少しずつ打ち明けていくようにと説明。デイケア利用の件については、6/22のケア会議にて関係機関と検討していくこと説明している。

＜SST報告＞

○デイナイトケア（木曜日グループ）

お題：『テレビのチャンネルを変えるときにどうするか』

· グループメンバー（稲垣ふき様、馬渡武光様）が、普段勝手にテレビのチャンネルを変えてしまうとのことで、実名は出さずにスタッフからお題として挙げている。

· お題について稲垣様自身に説明するも、何のことか理解出来ていない様子。ロールプレイでも、詳細に場面設定を行っているが、理解出来ていない。

· 馬渡様は、SSTのお題として挙げてから数日間は、テレビのチャンネルについて気をつけることが出来ている。

⇒相手の行動を変えることは難しい為、「勝手にチャンネルを変えられた時にどうするか」など、自分自身の行動を変えていけるようにすると良いのではないか。

○デイケア（水曜日グループ）

お題：『仕事を始めたいと言っている人をどうやって止めるか』

· 鈴木恵美子様より、娘様が仕事をしたいと言っているがどうしたら止めることが出来るかという相談があり。

· それについて、他メンバーより「仕事をしたいなら免許を取れば良いよ（横町浩様）」「仕事なんか出来ないよ（板橋利美様）」など意見が挙がっている。

⇒意見として挙がったものは否定せず、「そういう考えもある」と受容することがポイント。出来ればロールプレイに持っていけるようにお題を工夫出来ればよかった。

＜退院療養検討会議報告＞

風穴　孝志様（38）統合失調症　　任意入院　　主治医：川端Dr

当院入院日：平成21年4月3日

退院予定日：平成21年6月28日（時間未定）

初外来予定：平成21年7月7日

病状について　

· 病状の変化として被害的な考えに陥ることがあり、入院前「自宅にドロボーが入った」と言って警察を呼ぶことがあった。

· 病識が低く、外来受診や内服が疎かになり、生活リズムが乱れる傾向にある。

本人情報　

· 退院後、デイケアや青明舎、訪問看護の利用を頑なに拒否されている。

· 入浴は銭湯通いとのことで、青陽館の入浴サービスを勧めているが拒否。

· 社会生活を送っている際、食事は夕食のみ、外出は夕食の買い物時のみ。それ以外の時間は自宅で音楽を聴いて過ごすとのこと。今回入院前も、外来受診や服薬を疎かにしていた。

· 家族は本人の生活状況を十分に理解できていない状態（本人の金銭管理について、母親は「管理できている」、兄は「浪費がある」と話す）。母親は本人に過干渉気味。

· デイケア利用拒否については、「知らない人がいるから」「作業がたくさんあって難しい」などと話されている。以前、さくら病院のデイケアに通っていた際に病状を崩したことも影響があるのではないかと考えられる。

今後の課題

· 本人の生活の実態が不明瞭である為、最低限確認できるような環境を整える必要がある。

⇒通所や訪問看護などのサービスは本人拒否されているため、生活状況の確認は生活保護担当者（山崎様）が訪問した際に確認することとしている。

⇒外来受診を怠った時や病状の変化が見られた場合は、当院外来看護師やPSWが訪問することがある旨を説明し、本人了承している。

· 退院後、生活の乱れや怠薬が生じる可能性がある為、生活状況を確認できる繋がりを持つことが望ましい。

＜外来情報＞

· 村田　昭一　様～食欲あり、眠れているとの事。血圧高値の為ディオバン（40）1錠増薬となって

いる。

· 横町　浩　　様～「時々ボーとするがしゃがんでいると楽になる」と話されている。

· 関　　秀治　様～肝機能の異常について、軽度の脂肪肝だと言われたとの事。担当医より体重の

コントロールするようアドバイスあり。本人は「太らないようにですね」と

話している。

· 島浦　美千男様～4時ごろ目が覚めると話し、睡眠時間は取れているが睡眠状態は良くないと

話されている。眠剤を増やすよう促すが拒否されている。

· 久保　興介　様～青明舎への登録を行ったとの事。気分に変わりがないと話されている。

· 田名部　一樹様～日中の眠気が強く、減薬したいと要望あり。ジプレキサ（50）減薬となっている。

· 沢田　三朗　様～食欲、睡眠、気分は落ち着いていると話されている。
















